




要約:ゼラチン粒子凝集法(PA法)で陽性、間接蛍光抗体法(IF 法)で陽性あるいは陰性と判

定された検体のリンパ球に.ついて酵素的遺伝子増幅法(PCR 法)を用いてウイルス遺伝子

の一部を特異的に増幅させ、ジゴキシゲニン(Dig)標準プローブを用いて、非放射標識・

検出法にて ATL ウイルス遺伝子を検出した。その結果 PA 法(+)/IF 法(+)の検体 27 例中 27

例(100%)、PA 法(+)/IF 法(-)の検体 20例中 3例(15%)プロウイルスが検出された。さらに

改良型 PA 法キット[SERODIA ・ HTLV-Ⅰ]を用いて、従来の PA 法キットで陽性と判定され

た PA 法(+)/IF 法(-)の検体を検討したところ、3 管と 4 管目のところで 30～40%が陰性と

なった。


